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新しいシ-地匹匿次巻開塾粋
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まお丘,シールド機械は超大型(例えば≠12.82m)と小

型化の両極に,その適用範囲が拡大される傾向があるが,

≠3m前後のものが依然とLて大多数を占めている｡この

うち≠2-3mの範囲にあるものは2次教工を行うことが

多いが,この場合断面が小さいためイ僕 性が非常に悪い

欠点がある｡Lかも,このクラスのシールドでは路線に

急曲線が用いられることが多く,さらにL僕 性が悪くな
る例が多い｡

これに対拠するために,Fig-1に示すような新 しいシ

ールド2次巻用型枠を開発した｡

この型枠はFig.-1,Fig.-2に示すように1組5ピース

からなる6組のパネルと1組2ピースからなる2組のボ

トルパネルおよびパネル移動用ガントリクレーンで構成

されている｡

1組のパネルは,ガントリクレーンに抱きかかえられ

て他のパネルの中をくぐりぬけ進行方向に移動できるよ

うになっている｡パネルの支持は,型枠に取 り付けたテ

ーパ式のネジ伺サポー トにより周 りのセグメントから支

持できるようになっている｡このためパネル組立後,ガ

ントリクレ-ンを補助レールを使って後方に待避させる

ことにより,型枠内空の全部を作業に使用できるので,

従来のものに比べて広いスペースをコンクリー ト打設作

業に使える｡

また,曲線区間では,パネルとパネルの間にテーパラ

イナを撮めることにより,任意の曲率に応じた型枠を組

立てることができる｡
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Fig-2 スライドフォーム分割図
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Fig-1 シールド二次綴工用型枠
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Photo-1工場で仮組したシ-ルド2次巻用型枠

Photol2 コンクリー ト打設中の2次巻用型枠

この型枠の特長を列記すると次のとおりである｡

④ コンクリー ト打設時に作菜 スペースが広 くとれる｡

⑥ 曲線施工が容易に連流 してできる｡

6)打設長さをパわ レ長区切りで調節できる｡

④ パわ レ移動毎に,表面清掃ができるので仕上 りがき

れいにできる｡

この型枠はすでに,①多摩シール ド(也),シールド外

径2,470mm,仕上内径 1,650mm,施工延長918m② 坂出

(也),シールド外径2,670mnt仕上内径 1,800mm,施工延

長908m③南大阪(出),シールド外径2,760mm,仕上内

径2,000mm,施工延長497mの3現場で慨用し良好な成績
をおさめている｡

ここでは,特に曲線半径の小さい南大阪(出)で施工し

た例を簡単に紹介する｡

Figr3に示すように,r-20m,r-35mと急曲線が

多く,従来のものでは型枠長を短かくして何回も打設す

る必要があり,工期もかかり,打継目が多くなり手直し

が多くなる恐れがあった｡

しかし,この型枠の場合,型枠が延長方向に6分割さ

れているため,Table-1のようにテーパライナを使用す

ることにより,この急曲線でも1回9m長を打設するこ

Fig-3 路線線形図

Tab一e-1 各曲線毎のテーパ蚤

曲線半径 アーバ産 i取付位;霞
(m) (テーパライナ1基当り)

r-150m 70mm 十 十

γ-50m 70mm 各パネル間

γ-35m 91mm lJ
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Fig-4 作業サイクルタイム

とができた.この時の作業サイクルはFigr4のとおりで

あった｡

また,今後の検討課題 としては次の2点があげられるO

① テーパライナの構造に工夫が必要｡テーパライナの

厚い部分はコの字型にして左右を別々のボル トで取付

けられるが,薄い部分は通しボル トでないと取付けら

れない｡通しボル トの場合,わずかな据付誤差があっ

てもボル トが挿入できないことが多く作業能率は低下

した｡

② 急曲線の場合,ボトムパわ レを取 り扱うトロリレー

ルが直線であるため,曲線状に据付ける型枠の取 り扱

いが不便になる｡
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